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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
認知症にやさしい異業種連携協議会の事務局を務めております京都府健康福祉部高齢者支援課の中村早苗と申します。

まず最初に、認知症にやさしいビジネスアイデアワークショップについて、
本日の報告会についてご説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

まずこの会を主催しています「認知症にやさしい異業種連携協議会」について簡単にご紹介します。

認知症にやさしい異業種連携協議会は、令和元年6月、高齢者や認知症の方に身近なサービスを提供する１９の企業と共に立ち上げた組織で、


認知症の当事者からの声を聴く会や認知症についての企業の理解を深めるための勉強会の他、異業種連携により、ビジネスアイデアを検討するワークショップなどを開催しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
協議会の企業は、３月２２日現在で、７１企業になりました。
多様な業種の企業に参画していただいています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
令和2年3月には、認知症になっても個人の意思が尊重され、安心して暮らし続けらえる社会を実現するために、企業として取り組むべき行動をまとめた「認知症にやさしい異業種連携共同宣言」を取りまとめています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、認知症にやさしいサービスアイデアワークショップですが、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昨年の６月～開始しています。

参画企業から検討したいテーマを募集し、そのテーマで一緒に検討したいメンバーを募集しました。


企業、認知症当時者、ご家族、医療・福祉関係者、法律関係者、行政関係者などが参加し、
３つのテーマで、ビジネスアイデアの検討がスタートしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
テーマ提案企業である、京都信用金庫、綜合警備保障株式会社、住友生命保険株式会社をリーダーとした３チームの検討開始当初のテーマの概要です。

１年検討して、内容が変化しているでしょうか。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３チームのメンバーです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日の報告会では、昨年６月から行ってきたチームでの検討の内容や成果などについて各チームより報告していただきます。

途中新型コロナウィルスの感染拡大により、オンライン開催になったり、
チームでじっくりと意見を交わしあう機会が取れなかったということもありました。

この報告会終了後には、今年度最終のワークショップを実施し、次年度の活動の方向性を話し合ってもらう予定をしております。


ゲストコメンテーターの皆様にも、次年度の活動に資するようなコメントをいただけたらと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昨年１２月からは、認知症にやさしいビジネスアイデアワークショップとは別に「認知症になっても買い物しやすい環境づくり」を目指した
ワークショップを開催しています。

後ほど本ワークショップを共催している株式会社日本総合研究所紀伊様より、
報告があります。


では、最後までどうぞ楽しくお聞きいただけたら幸いです。
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